
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

報道関係者各位   

  令和６年７月 23日 
 

文京学院大学、令和6年度大学・高専機能強化支援事業に選定 
「ヒューマン・データサイエンス学部（仮称）」を 2026年４月設置構想中 

 

  文京学院大学（学長：福井 勉、所在地：東京都文京区）は、2026年４月に本学初の文理融合型の学部「ヒューマ

ン・データサイエンス学部（仮称）」の設置を構想しています。 

  この学部設置構想に基づき、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構の「令和６年度大学・高専機能強化支

援事業（支援１：学部再編等による特定成長分野への転換等に係る支援）」の公募に申請を行い、2024年６月 26日

に選定されましたので、お知らせいたします。 

 

機能強化支援事業について                                                       

  本機能強化支援事業は、デジタル・グリーン等の成長分野をけん引する高度専門人材の育成に向けて、意欲ある

大学等が成長分野への学部改組等の改革に予見可能性をもって取り組めるよう、政府が継続的な支援を行うもので

す。 

 2026 年４月設置を構想している「ヒューマン・データサイエンス学部（仮称）」では、建学の精神「自立と共生」をもと

に、「人と人、人と地域、人と自然の共生社会」の創造を目標に掲げ、データサイエンスに関する教育・研究をとおし

て、ステークホルダーとのコミュニケーションから仮説を導き、その仮説にデータ分析の視点でアプローチし、社会課

題解決に貢献できる人材の養成を目指します。 

 

新学部概要                                                                       

学部名称： ヒューマン・データサイエンス学部（仮称） 

学科名称： ヒューマン・データサイエンス学科（仮称） 

授与学位： 学士（データサイエンス） 

入学定員： 110名 

開設時期： 2026年４月（予定） 

学部所在地：本郷キャンパス  

 

＜データサイエンス学部が育成する人材像＞ 

１）社会の課題を発見し、その課題を解決するための適切なデータサイエンス・AI活用手法が分かる 

２） 社会課題解決に適切なデータを取得し、そのクレンジング、分析が可能な能力を有す  

３）社会課題に直面する人々やデータサイエンティストにより構成されるプロジェクトのマネジメントに寄与できる  

 

＜カリキュラム構想＞ 

１）１～２年次は、教養教育科目やデータサイエンス科目及び各コース概論科目を中心に学ぶ 

２）３年次からは、３コースの中から専門領域を選択し卒業研究に繋げる体系的な学びを開始 

３）各コースの専門知識とデータサイエンスを生かした卒業研究 

４）企業とともに社会課題解決を目指し、PBL型授業で学ぶ 

 

文京学院大学ヒューマン・データサイエンス学部（仮称）特設サイト：https://info.bgu.ac.jp/programs/newfaculty 

共に育つ、わくわく悩む。 

https://info.bgu.ac.jp/programs/newfaculty

